ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材タイトル
	「無形固定資産のれん償却」



	１　本単元の目標

	＜１時間目＞
　・無形固定資産の種類と意味を理解し、のれんについての興味・関心を深める。
＜２時間目＞
・のれんについてのケースメソッドを実施し日本会計基準と国際会計基準での「のれん」の会計処理の違いについて多面的に理解するとともに、主体的に問題解決に取り組む態度を養う。
・４～５人程度でグループワークを実施し、まとめた無形固定資産のれん償却の情報共有を行い、課題解決に向けて主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。



	２　評価規準・基準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
   ●「ワークシート」において、のれんの会計処理に関する基礎的な知識を身に付けている（ワークシート」の取組状況について確認し、のれんの会計処理に関する理解状況を確認し、今後の意見共有に生かす。全体の理解度が乏しいと感じられる場合は、授業内で補足する）。
 　〇「アサインメント１～３」において、日本会計基準と国際会計基準ののれんの償却方法の違いを理解している。
       ※以下の評価Ｂの△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は２つである。
　　　　 評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「アサインメント１～３」においてそれぞれ△つの記述がされている（各項目、１文で記載されていても△つの記述があれば評価Ｂとする）。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
＜次ページへ＞














	【Ｂ】思考・判断・表現（５点）
〇「アサインメント４・５」において、日本会計基準と国際会計基準ののれんの扱いについて多面的に理解し、さまざまな角度からのれんについて探究し、意思決定をしている。
※以下の評価Ｂの△については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は２つである。
評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「アサインメント４・５」において△つの具体的記述がされている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
●グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
（積極的に発言できない生徒が挙手をするためにグループでの話し合いの時間を増やしたり、全体意見共有内での心理的安全性の確保に努めたりするなど、発言しやすい環境を整える）。
  　〇振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　※「振り返り評価シート」は「シート１」と「シート２」を準備している。
（振り返り欄が線のものとマスのものを作成。）
各学校の実情に合わせ、どちらかを選択する。
　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
　　　　評価Ｂ（３点）…「振り返り評価シート」において「今日の授業で発見した新たな視点」及び「今回学んだことをどう今後に生かすのか」が明記され今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

	【総合評価】（15点満点）
　　総合評価Ａ・・12～15点
　　総合評価Ｂ・・７～11点
　　総合評価Ｃ・・６点以下
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振り返り評価シートシート１

　月　　　日（　　）　

☆振り返り（漢字等も正しく使うこと）
①「今日の授業で発見した新たな視点」を記入しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②「今回の学びをどう今後に生かすのか」を記入しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※評価Ｂの基準
	知識・技術
（５点）
	思考・判断・表現
（５点）
	主体的に学習に取り組む態度（５点）

	点
	点
	点

	・「意見共有アサインメント」において日本会計基準と国際会計基準ののれんの償却方法の違いを理解している。「アサインメント１～３」においてそれぞれ△つの記述がされている。
（評価Ａ…５点
評価Ｂ…３点
評価Ｃ…１点）
	・「意見共有アサインメント」において、日本会計基準と国際会計基準ののれんの扱いについて多面的に理解し、さまざまな角度からのれんについて探究し、意思決定をしている。「 アサインメント４～５」においてそれぞれ△つの記述がされている。
（評価Ａ…５点
　 評価Ｂ…３点
　 評価Ｃ…１点）
	・「振り返り評価シート」において「今日の授業で発見した新たな視点」及び「今回学んだことをどう今後に生かすのか」について考察し、今回の学習を今後に生かそうとしている。
（評価Ａ…５点
　 評価Ｂ…３点
　 評価Ｃ…１点）




　　年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　


振り返り評価シートシート２


　月　　　日（　　）

☆振り返り（漢字等も正しく使うこと）
①「今日の授業で発見した新たな視点」を90～120文字でまとめましょう。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


②「今回の学びをどう今後に生かすのか」を90～120文字でまとめましょう。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



※評価Ｂの基準
	知識・技術
（５点）
	思考・判断・表現
（５点）
	主体的に学習に取り組む態度（５点）

	点
	点
	点

	・「意見共有アサインメント」において日本会計基準と国際会計基準ののれんの償却方法の違いを理解している。「アサインメント１～３」においてそれぞれ△つの記述がされている。
（評価Ａ…５点
評価Ｂ…３点
評価Ｃ…１点）
	・「意見共有アサインメント」において、日本会計基準と国際会計基準ののれんの扱いについて多面的に理解し、さまざまな角度からのれんについて探究し、意思決定をしている。「 アサインメント４～５」においてそれぞれ△つの記述がされている。
（評価Ａ…５点
　 評価Ｂ…３点
　 評価Ｃ…１点）
	・「振り返り評価シート」において「今日の授業で発見した新たな視点」及び「今回学んだことをどう今後に生かすのか」について考察し、今回の学習を今後に生かそうとしている。
（評価Ａ…５点
　 評価Ｂ…３点
　 評価Ｃ…１点）




　　年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
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